
LME毒由完、  
いずれはア頸アの中核l  

▼ ～ 
● 日本経済新聞社大阪本社編集局経済部  北島 穣   

新たに上場する商品として鋼、亜鉛、ニッケ  

ル、鉛が有望との結論を汁■しました。これを  

受けて、2000年4月に大阪商品取引所が「メ  

タル市場創設懇談会」を設置、当面の上場候  

補として銅、ニッケル2品目に絞り込みまし  

た。このうち、ニッケルについて直ちに上場  

を準備すべしとの懇談会の提言に従い、同志  

社大学・大学院教授の杉江雅彦氏を委員長と  

する「ニッケル市場専門委員′会」が7月に発  

大阪商品取引所（村田文男理事長）がニッ  

ケル地金を先物市場に新規上場します。1997  

年10月に上場したアルミニウム地金に続く  

非鉄金属先物の第2弾です。同取引所はアル  

ミと並ぶ大型非鉄金属の銅地金の上場も視野  

に入れており、ニッケルの成香は今後の日本  

の非鉄先物市場を占う意味で重要なつなぎ役  

になるでしょう。  

ニッケル上場は関西挙げての取り組みでし  

た。近畿通産局（当時）が1999年9月に「近  

畿メタルマーケット研究会」を立ち上げて、   

大阪商品取引所のニッケル地金の取引要綱  

ニケケル市場専門委がまとめた取引要綱に  

ニッケルの市場規模（単位＝l’′0血トン）  

愛渡供用品 25銘柄（12カ国）、ロン匹ン盈断割新  

ブランド対象  

受渡方法 倉荷証券  

傲岡野圃 剋匡姦ぎ什ない  （注）取引高はロンドン金属取引所（LME）、世界消   

費量は国際ニッケル研究会（】NSG）調べ  
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は及びま草みが、コモディティー（市況商品）  

としての条件を十琴備えています。  

市場設計で違うの古ま取引単位（1トン）と  

受け渡し単位二，．（：3・トγ）b■小ずれも6トンの  

LM瓦に比べる■・と・・6身の1、■2分の1の規模で  

す。∴こ、れは、，連隊が，あぐきで「国野市場の  

LMEを補完する市場」という位置付けによる  

ものですが、大阪商品取引所は長期的にはア  

ジアの中核市場を目指す考えです。  

よる．と、標準串、形状規格、・受け渡し卵品  

など、毅輔車はロンド・・哀堕属取引所  

（LM豆）の取引要綱：に沿ったものです云ニゝ  

ケルがLMEに上場されたのは1979年4月。  

当初は世界最大のニッケル地金精錬メーカー  

であるカナダ・インコ社などメジャー（国際  

資本）が先物取引も；反対していましたが、  

1980年代半ばからは、リスクヘッジなどで積  

極的にLMEを使うようになりました。、市場  

規模はベースメタルと呼ばれる鋼やアルミに  

には十分対応できます。これに日本的特殊性  

を加味しました。例えば、取引単位は1トン、  

受け渡し単位は3トンと、いずれも6トンの  

LMEに比べ小さく設計しています。これは市  

場の流動性を高めネねらいもあります軒ト  

ラック輸送など日本の流通実態に合わせた面  

もあります。  

一当業者の参加をどう読みますか。  

村田 アルミの場合、今年に入ってから当業  

者の参加が目立っています。受け渡し高は今  

年1月に1，350トンと初めで1，000トン台に  

乗った後、5月には7，225トンに急増しまし  

た。建玉（取組高）に占める当業者の比率は  

今年5月に9．4％に達しました。今春に当業  

者の手数料が自由化されたことなどの影響で  

しょうが、日本の商品先物市場の平均（2  

～3％と推定）を大きく上回っています。よ  

く指摘される「投機の場」からアルミは脱却  

しつつあります。ニッケルの当業者比率はア  

ルミをも上回ると見ています。   

ニッケルはアルミより値動きが激しいし、  

価格も高いため、当業者のヘッジニーズが高  

まる・からです。専門商社や問屋の中には「先  

物市場を使いたい」との声が増えており、実  

需に密着した充実した市場が形成されると期  

待しでいます。  

（聞き手は日本経 霧駆馨  

済新聞社記者 北  

島穣）   

大阪商品取引所  

がニッケル地金を  

今年中に新規上場  

（試験上場）する予  

定です。既に上場  大阪商品取引所・村田文男理事長  

しているアルミ地金を上回る当該業者の参加  

が見込まれます。新市場の展望について、同  

取引所の村田文男理事長に圃寧：孝・‘長精 

「アルミ以上に当業者が参カロ」  

－ニッケルを扱う業者の参加を促すため、  

どのような工夫を凝らしていますか。 

村田 世界最大の非鉄金属市場であろLME  

をベースに市場設計をしました。LMEはメ  

ジャー も取引に参加しており、非鉄関連ビジ  

ネスに従事する関係者はLMEに何らかの形  

でかかわらないと生きていけません。だから、  

受け渡し供用品もLMEと同じ25銘柄（ブラ  

ンド）を指定しています。   

日本へはこの25銘柄すべてが輸入されて  

おり、商社など当該業界のヘッジニーズなど  
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